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論 文 内 容 の 要 旨
漢族 ・土家族 ・苗族 の血 を引 くとされ る沈従文(1902-88)は、1925年の文壇登;場以来、郁
達夫等 の援助 によって生計 と作 品掲載の機 会を得なが ら、また一方では徐志摩 ・胡 適 ・陳源 等、
後 に 「新 月派」 と称せ られ る欧米留 学経験 を持 つ リベ ラ リス ト達 の庇護 の下、胡 也頻 ・干廣
虞 ・朱湘等若 き文学青年 と文学修行 を積 んだ。 小説、新詩、 戯曲な どあ らゆる形式を全方向的
に取 り入れ、 「最初の職業作家」 を 自認 して いた ことが注 目され る。北京 滞在期 よ り丁 玲 ・胡
也頻 らと共 同生活 を開始、1929年には上海 において彼 らとともに 『紅黒』『人間』等の雑誌 を出
版す る。そ の作品は、やがて出身地湖南省の少数民族たちの素朴で健全な生活の描写へ と向か
い、性愛 をも あか らさまに描 いたため、賀玉波 ら左翼評論家の批判 を浴びた こともある。所謂
「どんで ん返 し」 を主た る技法 とした短篇小説 に特徴があ ると言われ、30年代文壇 においては
「文体作家」 「天才作家」 「多産作家」 という評語が彼 の代名詞 となったが、褒既が激 しく、一
方 では 「無思想作家」 「空虚 的文学者」(空っぽの文学者)と して しば しば 攻撃の対 象 ともなっ
た。すなわ ち、都会及び 田舎 におけ る男女間の性愛や、填末で平凡な身辺の出来事 を好 んで題
材 として取 り上げ るこの小説家の作品は、内容か らもまた文体 という側面か らも、軽薄で ある
と判 断され る として退 け られたわけであ る。左翼的な文芸観よ りす るこの批判は、その後長 い
間沈従文 の評価 として確定 し、以後70年を経た現在、様 々な切 り口の沈従 文研 究が行われて い
る今 日に至って も、多少 の揺れや相違 こそ見 られ るものの、基本的 には 「空虚的作者」 という
認識 を踏襲 し続 けて いて、 この枠 を大き く外れた り、 これ を根底よ り覆すよ うな解 釈は現れて
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い な い。 従 っ て 、 「文 体 作 家」 と い う評 語 を 持 ち 出 す場 合 に も、 文 字 の彫 啄 に の み 長 じて 、 内
容 が 置 き去 り に され て い る と い う否 定 的 な 文 脈 に お い て 用 い られ る こ とが 多 い よ う に思 わ れ
る。
さて 、 こ こ に小 論 が 一 貫 して 取 り上 げ る テ ー マ は、 北 京 にお け る文 壇 登 場(1922年も し くは
23年)、そ れ が ほぼ 完 成 した と考 え られ る 上 海 時期(1931年)に至 る ほぼ 十 年 間 の作 品 を精 読 し
(ただ し数 か 月 間 に 及 ぶ武 漢 滞 在 時 期 も ひ とまず 上海 時 期 に連 な る も の と捉 え、 検 討 の対 象 と
す る)、 沈 従 文 が 関 わ っ た と考 え られ る 同 時 代 資 料 を参 考 に しつ つ 、 と くに文 体 の 獲 得 と い う
側 面 に注 目 しな が ら、 そ の独 自の作 風 の成 立 の過 程 を、 明 らか にす る こ とで あ る。
沈 従 文 の 小 説 は、 例 えば 小 島 久 代 氏 に よ っ て 、 「←)都会 も の、(1)都会 にお け る 自画 像 、(2)都
会 の学 生や 青 年 の愛 を描 いた もの 、(3)小役 人 や 編 集 者 の 生態 を描 いた も の。に)湘西 もの 、(1)軍
隊 生活 、(2)兄弟 、 親 族 に まつ わ る 思 い 出 、(3)湘西 の 下 層 民 の生 活 や 幼 年 時 代 の 思 い 出、(4)苗族
の 山賊 を描 いた も の。」 と い う 整 理 が 試 み られ て い る よ うに、 大 き く分 類 され 、 と りわ け 「湘
西 も の」 と い う ジ ャ ンル の 小 説 こそ が 、 この 少 数 民 族 出身 の小 説 家 の特 色 の 最 もよ く表 れ た 、
そ して 美 しい作 品 で あ る と して、 研 究 の 姐 上 に 取 り上 げ られ る こ とが 多 く、 この 分 野 につ い て
は す で に 中国 内外 に諺 蒼 た る研 究 の蓄 積 を 持 つ。
そ こで 小 論 で は 、 い ささ か視 点 を変 え、 小 島 氏 の 言 葉 に拠 れ ば 、 これ ま で ほ とん ど顧 み られ
る こ との な か っ た 「都 会 も の」 を 中心 に取 り上げ る こ とに よ り、 沈 従 文 作 品 の新 た な側 面 を 映
し 出す こ と を 目的 と した。 美 しい 湘 西 地 方 の風 物 が ス ケ ッチ 風 に描 か れ た よ うな 作 品 の 多 い
「湘 西 もの」 に対 して、 作 者 の周 辺 に い る 人物 を手 当 た り次 第 に集 め て は書 き散 ら した とい う
印 象 が 強 い 「都 会 もの」 は、 これ まで ほ と ん ど ま とも に取 り上げ られ る ことす らな か った が 、
「文体 作 家」 誕 生 の過 程 を考 察 す るた め に は、 この 小説 家独 自の も の と して 特 記 す る よ うな 内
容 が な い と して退 け られ て きた 「都 会 も の」 に着 目す る こ とに よ り、 そ の作 風 の演 変 に焦 点 を
当 て た分 析 が 可能 に な る と思 わ れ る。
第一章
1923年、湖南省西部 ・湘西地方 よ り単身上京 した沈従文 は、1925年、郁達夫 の骨折 りによ っ
て 『農報副刊』 にそ の最初の作品発表の機 会 を得た とされ る。そ の後、徐志摩 ・胡適 ・陳源 ら
との交 遊の 中に身を置 きなが ら、 『農報副刊』や雑誌 『現 代評論』な どを主た る活動 の場 とし
て創作活動 を続 けて行 った。1928年、『現代評論』や北新書局の上海移転に導かれる形で上海 に
移 り住む まで の三年間の北京滞在期 、沈従 文の作 品はひたす ら上達 を続ける。
この時期 の沈従文の作品 には、書 簡体 ・日記体 といった 自己の内面 を告 白するための形式が
多 く認め られ る。 これは、沈従文 自身が 自作 について 「自分 に対 して忠実 な芸術」 を描 いた も
のである とした記述 と対応す る。凌宇 は、 これ ら沈従文 の初期 の作品 を、 「自叙伝」 と総括 し、
「文学作品は、すべて作家の 自叙伝で ある」 と述 べた郁達夫 の影響 を指摘す る。本章で は、 北
京時期の沈従文の 自叙伝 的作 品を中心 に取 り上げ、 これ らの作 品の時間描写 のあ り方が極 めて
変化に富んでいる という ことに注 目し、主 人公 の内面の描写 と時間描写 との関わ り合 いを分析
する ことによって、沈従文作 品の変化 の過程 をた どる ことを 目標 としたもので ある。
日記体 小説においては、 日付 ごとに時間が 区切 られ る という大 きな制約 に従 って物語が展 開
する とい う特徴 が指摘 できる。 「公寓 中」(1925)は、主 人公 の俄悔 の描写な どか ら、郁達夫 の
直接 的な影響 を指摘で きる作品であ る。主人公は、ひ と り都会 のアパー トの 中で、貧困 と孤独
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とに苛 まれ るが 、 そ の際 、 時 計 の 時 を刻 む 音 に不 安 と い ら立 ち をか き立 て られ る。 日記 ・時 計
とい う 直線 的 な時 間 を刻 む た め の 装 置 が 、 主 人 公 の 内面 と大 き く関 わ る。 自叙伝 的 作 品 の 中に
目立 つ の が、 主 人公 が む だ に費 や して し ま った も の と して の、 浪 費 され た 時 間 、 とい う記 述 で
あ る。 浪 費 した 時 間 は 、 燃 え つ き て 失 わ れ て し ま った 自己 の 内面 と結 び つ き 、 そ こに 何 ご とに
対 して も臆 病 な 「怯 歩 者 」 とい う人 物 形 象 が 生 まれ る。
1926年頃か ら、 時 間 描 写 のあ り方 は 極 め て多 様 化 し、 「一 個 晩 会」(1927)のよ うに モ ンタ ー
ジ ュ の技 法 を用 いた と考 え られ る ものや 、 前 半 と後 半 とで 時 間 の流 れ る速 度 を書 き分 け て い る
も のな ど、 複 雑 で 、 か つ精 密 さ を 増 す。 郁 達 夫 を模倣 した 単 純 な 内 面 の告 白か らの進 歩 の過 程
が 、 時 間 描 写 の 側 面 か ら も確 か め られ る の で あ る。
第二章
1927年末、それ まで北京での創作活動の母胎で あった雑誌 『現代評論』や、彼の作 品の出版
を引き受 けた こともある北新書 局の移転 な どに促 され る形 で、沈従文 もまた上海 に移住 した。
1927年後半か ら、朋友 ・胡 也頻の国民党によ る虐殺 を契機 に上海 を離れ る31年までの時期、沈
従文の作品 には、題材の多様化や精 密な構成 に、著 しい進歩 と成熟 の痕跡が窺われ る。 申請者
は、沈従文の上海滞在時期 にお ける文芸創作、 とくに小説作 品について、 この小説家 の上海文
壇 におけ る影 響関係の検討、文体論 的視点か らの考察、新 聞 ・雑誌な ど副次的資料 の援用 によ
る社会史的観点な どを含 めた総合 的な研究 を志す もので あるが、本章で は、沈従文 にとって の
上海滞在時期 の持 つ意 味を広 い視野か ら眺 め理解す る ことを可能な らしめ るため、上海 に活動
拠点を移す直 前の1927年後半以降 の沈従文 の作 品の特徴 を考察 し、解釈 を与 えた。考察 にあたっ
ては、 この時期 を境 に しば しば沈従文 の作品 中に登 場す る 「自殺」 という言葉 に注 目 し、 「自
殺」 を手掛か りとして北京か ら上海へ至 る沈従文作品 の特徴 の演変 を、帰納的 に追跡す る方法
を採った。
沈従文はその創 作活動 の開始以来、一貫 して 「文学作 品は、すべて作者 の自叙伝で ある」 と
述べた郁達夫文学 の影響 を強 く受 けて いた ことが知 られてお り、彼の文学観は公開書簡 「致唯
剛先生」(1925年)に示 された 「自己 に忠実な芸術」 という言葉 に集約 され る。 同時 に 「自己 に
忠実 な芸術」 とは、沈従文が郁達夫文学 に対 して与えた評語 でもある。
1927年以降の沈従文 の作 品、 とりわ け郁 達夫作品を模 倣 した と考え られ る日記体 ・書簡体作
品は、そのほ とん どが臆病で病気が ちの主 人公が都会で の憂轡 の中で抱 く 「金銭 ・名誉 ・女人」
への欲望 と葛藤 を主題 とした もので あ り、 この 「金銭 ・名誉 ・女人」の主題 には、例えば郁達
夫の 「南遷」(1921年)からの直接 的影響が窺 える ことを指摘 した。 同時 に、さまざ まな作品 の
中に登場 して 「金銭 ・名誉 ・女 人」 とい う欲望 を繰 り返す紋切 り型の登場人物 の形象 を、 「怯
歩者」あ るいは 「怯漢」(いずれ も臆 病者 ・卑怯者 の意)と い う名称で抽 出する ことが可能で
ある ことを示 した。
さて、 「自殺」 とい う言葉が初 めて沈 従文 の作 品中 に登場す るのは、創作活 動 を開始 して間
もない 「公寓 中」(1925年)であるが、 「公 寓中」 のようなご く初期 の作品 にあっては、 「金銭 ・
名誉 ・女 人」 の主題 を扱 った作品で あって も、登場人物(怯 漢)が 積極的 に死 を選 択す ること
はなか った と言 える。主 人公 の葛藤や悩み が明確 に死へ の指 向 と結びつ き、 「自殺」 とい う言
葉が作品にお いて積極的な意味 を持つ ようにな るのは、 「老実人序」(1927年)からの ことであ
る。 あたか もこの時期、 「怯漢」 とい う典 型人物 の抱 え る悩みが、一方 的な女性 へ の欲 望や劣
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等 意 識(す な わ ち 「女 人」 の 主題)か ら、 男 女 相 互 の愛 情(「 恋 愛」)へ と変 化 す る。 そ して、
「女 人 」 か ら 「恋愛 」 へ の変 化 に伴 って 、 例 えば 女 性 へ の劣 等 意識 に苛 まれ た男 に対 して も対
等 な 愛 情 を与 え る街 娼 な ど、 新 た な 人物 形 象 が 生 み 出 さ れ る の で あ る。
や が て この 時 期 に 「恋愛 」 が 「自殺 」 とい う言 葉 と結 合 して 、沈 従 文 作 品 の ひ とつ のパ ター
ン とな る 過 程 を、 作 品 中 に しば しば 引用 され るゲ ー テ 『若 き ウ エル テル の悩 み』 の文 脈 を検 討
す る こ とに よ っ て 、 提 示 した 。 『若 き ウ エ ル テ ル の悩 み』 は 、 ま さ し く男 女 の 「恋 愛 」 に よ っ
て 主 人 公 が 自殺 を遂 げ る書 簡 体 の物 語 で あ る。 検 討 の 結 果 、 「自殺 」 とい う言 葉 は 「恋 愛 」 と
結 び つ い て 次第 に深 刻 さ を失 い、 言 葉 の上 で の約 束 ご とに変 化 して行 く。 「自殺 的 故 事 」(1930
年)で は 、 『若 き ウエ ル テ ル の悩 み』 は 浮 華 な ア メ リカ 映 画 な ど と と も に並 列 さ れ て 、 コ ミ カ
ル な文 脈 で語 られ さ えす る ので あ る。
考 察 に よ っ て得 られ た結 論 を概 括 す れ ば 、沈 従 文 文 学 に お け る 主題 の 変化(「 女 人 」か ら 「恋
愛 」 へ)、 そ して 「恋 愛」 と 「自殺 」 と の結 合 の過 程 に、 単 純 な郁 達 夫 文 学 の模 倣 を卒 業 した 、
上海 時 期 に至 る沈 従 文 の作 品 の ふ く らみ が 窺 え る ので あ る。
第 三 章
第 二 章 にお いて 得 られ た 結 論、 す な わ ち 初期 の 沈 従 文 の作 品 の 中 に 「金 銭 ・名 誉 ・女 人 」 と
い う郁 達 夫 に模 倣 した 主 題 と、 「金 銭 ・名 誉 ・女 人 」 と い う主 題 に対 す る欲 望 や 葛 藤 の 形 象 化
で あ る 「怯 漢 」 と い う典 型 人 物 が 作 品 中 に繰 り返 し登 場 す る こ と、 さ らに、`1927年頃 を 境 に し
て 、 「女 人 」 に代 わ っ て 「恋 愛 」 とい う言 葉 に よ っ て 登 場 人 物 の 男 女 関 係 が表 現 され る こ とが
多 くな り、 や が て 「恋 愛」 と 「自殺 」 とい う言 葉 が 結 合 す る に至 る こ とを 踏 まえ て、 本 章 は 、
上 海 時 期 にお け る沈 従 文 の作 品 に以 上 の特 徴 が どの よ うに 受 け 継 が れ た の か に つ い て、 「自殺 」
と い う言 葉 を 中心 に考 察 を加 え た も の で あ る。
主 に 取 り上 げ た作 品 は、 上海 時 期 の沈 従 文 の 自殺 描 写 の さ ま ざ ま な特 徴 を備 え た作 品 で あ る
「知 己 朋 友 」(1930)であ る。 作 品 の検 討 に先 立 っ て、 『沈 従 文 文 集』 に未 収録 の該 作 品 の 書誌
的 な事 柄 につ い て、 従来 知 られ て いな か った い くつか の点 を 示 した。
第 一 節 で は 、 「知 己 朋友 」 に は 「怯 漢 」 とい う 形 象 が 登 場 し、 「名 誉 ・金 銭 ・女 人」 へ の欲 望
と葛藤 を 口に す る、 郁 達 夫 的な 特 徴 が 色 濃 く残 され て い る こ とを述 べ 、 そ の 上で 作 品 に登 場 す
る 新婚 夫 婦 によ っ て 新 た に男 女 相 互 の愛 情 で あ る 「恋 愛 」 が もた らされ る こ とを指 摘 した。 す
な わ ち 「知 己 朋 友 」 は、 「女 人 」 の主 題 か ら 「恋 愛 」 へ の 変 化 の過 程 を 示 す 、 過 渡 的 な 作 品 で
あ る こ とが分 か る。
第 二 節 で は、 主 人 公 が 倦 怠 と厭 世 か ら自殺 を企 図 して 予 約 した 「× ×旅 館 」 と い う場 所 に注
目 し、 同 時代 資 料 を援 用 しな が ら、 当時 旅 館 が 恋 愛 の空 間で あ る と同時 に 自殺 の空 間 で も あ っ
た こ とを 示 して 、 「知 己 朋 友 」 が 「怯 漢 」 か ら 「恋 愛 」 へ の 物 語 で あ る と同時 に、 「恋 愛 」 と
「自殺 」 との 両義 的 な意 味 を持 つ 極 めて 興 味 深 い作 品 で あ る と の解 釈 を示 した 。
さ らに第 三 節 で は 「自殺 的 故 事 」 な ど 「知 己 朋 友 」 以 後 の作 品 に も触 れ て 、 次 第 に 「自殺 」
か ら深 刻 さが 取 り除 かれ 、 言 葉 の 上 の約 束 ご と に変 化 して 行 く こ とを指 摘 した(結 局 自殺 しな
い 主 人 公)。 と き に 「自殺 」 と い う言 葉 は 、 コ ミ カル な 文 脈 の 中で 用 い られ る よ う に な る の で
あ るが 、同 時代 の別 の作 者 によ る、「自殺 」を扱 った 複 数 の作 品 の 中 に も 同様 の現 象 が 見 られ る。
以 上 の 諸 点 よ り、 「知 己 朋 友 」 が 北 京 時 期 の特 徴 を な お 残 しな が ら、 新 た な 段 階 へ の 試 み も
窺 わ れ る過 渡 的な 作 品で あ る との 結 論 を得 た 。
一294一
なお第二章及び第三章の註に示 した資料は、 上海図書館等における調査 によって得 られ た成
果 を盛 り込んだ ものであ り、小論 によって新た にもた らされた文学史的な知見 も、少な くない。
第 四章
続 いて第 四章 にお いては、沈従文 の、1927年末 よ り31年初夏 に至 る上海滞在時期 の文学活 動
につ いて、検討 を加えた ものである。 いわゆる 「新 月派」の一人 と目され る沈従文 については、
従来 の研究 の関心が、 『新 月』 に登載 され た作品 を中心 に向け られて きた ことは 当然 とも言 え
るけれ ども、一方で彼が胡 也頻 ・丁玲等 とともに薩披 塞路204号の公寓に活動 の拠点 を置 き、 文
芸誌 『紅黒』 『人間月刊』(と もに1929年1月創刊)を 発行 していた ことも広 く知 られ ている。
沈従文 は、 この時期雑誌 『錯櫨』r現代文学』等 にも関わ るな ど旺盛な創作活 動 を示 して いた
が、そ の後の展開 について、文学史の関心 は従来、専 ら1931年1月の胡也頻 の逮捕 と処刑 にま
つわ る物語 に向け られて いて、沈従文が1929年後半 か ら30年前半 に至 る一年間、 ひ とり上海 北
郊 の呉瀬地区 にある 中国公学大学部 において教鞭 を執っていた経過 について は、 ほ とん ど注 目
され ることがなかった。 上海滞在 中に発表された沈 従文の作 品について検討 を加 えた とき、 こ
の時期か ら現れ るよ うになった特徴 の うち、 後の作品に まで受け継 がれ る幾 つかの点 には、 中
国公学 との深 い関連が認め られる。 本章は、呉瀬 滞在時期における沈従文 の創作活 動の詳細 を
明 らか にした上で、沈従文作 品に見 える特徴 の多 くが中国公 学における生活 の中か らもた らさ
れた ものであ り、 この呉湘時期 が沈従文文 学に とって重要な意 味を持 つ と考 え られる ことを明
らか にしよ うとした ものである。
論述 に当た っては全体 を三 節に分か ち、第一節 では、 この当時呉瀬地 区には中国公学 の学 生
と教師 を中心 とした文芸団体 が複数活 動 して 「呉 瀬文壇」 とも言 うべき活況 を呈 してお り、 徐
志摩 の推薦 と胡適の招聴 によって中国公 学に講 師 として迎え られ た沈従文 も、何 家椀 ・劉宇 な
ど中国公学の文学青年を指導 する という形で これ に大き く関与 していた ことを指摘 した。
第二節では、沈従文及び学生達 と徐 志摩 との関係に焦点 を当て、前半で は彼等 が徐志摩 の世
話 によ って 『新月』 や大 東書 局の学 生誌 『現代学 生』 に作品発表 の機会 を得て いた ことを明 ら
か にし、後半部分では沈従 文及び学 生詩人の作 品の中に徐志摩 の影 響を色濃 く受けた表現 が見
られ ることを例証 した。
第三節は、沈従文 自身の中国公学 における創作活 動 について検 討を加 えた。 この うち前半部
にお いては、 中国公学 の学術 刊行物 『呉瀬 月刊』 の調査 に基 づいて、 『呉瀬 月刊』第四期所 掲
の 「自殺的故事」の検 討を中心に、呉 瀬時期に生み出 された沈 従文文学の表現 の特徴 について
論述 した。そ の際、掲載 作品 と出版 時期か ら呉瀬 と深 く関わる と考 え られ る 『沈従文 甲集』 と
いう作品集 につ いて、 これが 中国公 学時代のア ンソ ロジーである と判断される ことを示 した。
後半部分では、 中国公学の課外活 動 として活動 していた文芸サークル 「中国文学 系系会」 と、
そ の機 関誌 『中国文学季刊』 と沈従文 との関わ りについて論述 した。 『中国文学季刊』か らは
羅爾綱 ・劉宇 ・張兆和な ど中国公学の学生が積極的に文学活動 を展開 していた ことが窺 えるほ
か、 中国公学が課外活動を援助 していた ことを明 らか にした。 また、該誌第二期所 掲の沈従 文
「「況」的序」 には、 この時期の沈従文 の文学観 が色濃 く映 し出 されている ことを指摘 した。
以 上、沈従文 の上海時期の作品 に見 られ る傾向の多 くが、 中国公学 における生活 の中か ら生
み出された もので あ り、その大きな要因が、学生 との切磋琢磨 にあ ることを示 した。 中国公 学
教師 という経歴は沈従文 という小説家に広 く社 会的な地位 を引 き上げる契機 を与えた。 学歴 の
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な い若者が後 に京派 文壇 の頭 目の地位 を占め、戦後 に至 って 服飾研究や伝統 工芸研究 とい う業
績 によ り、研究者 としてのイ メー ジが定着す るのも、遡れば 全て この とき大学教師 という看板
を手 に入れたためである と言 える。 中公 にお ける経験 は、貧 困 と女性 に対す る焼 け付 くよ うな
思 いだけ を綴っていた初期 の沈従文 の作品 に大 きな転換 をもた らした点 にお いて、画期 的な意
味 を持つ もの と考 え られ る。
第五章
第 四章にお いて得 られた結論に基づいて、 沈従文の呉湘時代 にお ける最 も代表的な作品であ
る と考 え られ る中篇 小説 「冬的空間」を中心に据 えて、該小説 に備わ った様々な特徴 を検討す
る とともに、 この時期 の沈従文文学の傾向 と、後 の彼の作品 に影響 を与えた点 について考察 を
加 えた もので ある。
「冬 的空間」 は、呉瀬 時期の沈従文 の作 品 に現れて、後 の時期の作 品に も受 け継がれ た幾つ
か の特徴 を具え持つ興味深 い作 品であ り、 この時期 の沈 従文の傾向を窺 う上で極 めて重要な作
品で ある と考 え られ るけれ ども、そ もそ も沈従 文 の呉瀬滞在 は1929年夏 よ り1930年8月に至 る
わず か一年間の ことである し、 この ときまで紅黒 出版処 で行 動を共 に していた胡也頻や丁玲 と
離れて単身移 り住 んだために証言者 もほとん どな く、 これ まで関心 を向け られ ることが なか っ
た。
第一節は、 「冬 的空間」 と近接する諸作 品 との共通点 を明 らか にしなが ら、 「冬 的空間」 の特
徴 と問題点 を確認 した。 「冬的空 間」 の舞 台は11月、 上海郊 外 の江浜 地区(呉 瀬)に ある 「私
立 ××大学」で の一繭であ る。 この舞台設 定は、 ほぼ 同 じ時期 に発表 され た 「知 己朋友」(第
三 章参 照)と 同 じい。作者 自身 を連想 させ る主人公 ・文学教授Aの 本業 は小説家であ り、Aを
慕 う妹 ・玖 は英文 系一年 の聴講生で、知人の便宜 によ り、兄妹二人そ ろって大学での生活 を許
され ていた。知人 は胡適 を暗示する。作中そ こか しこに散 りば め られた実在の地名 ・人名は、
読 む者 に虚構 との境界 を曖昧 にさせる。作 品は八章 に分かたれ、 さらに各章内が細 か く段落 に
分け られ る。段落 ご とに場面が切 り替わ るのは、手慣れたモ ンター ジュの技法 を襲 うもので あ
る(第 一章参照)。
物語 は、玖 と同級で密か にAに 思いを寄せ る らしい玉 ・五 ・朱 という三名の女学生 との軽妙
な応酬 を一っ の軸 と し、 もう一方にAと 玖の兄妹の内面描写 を配 した構成である。 段落 ごとに
俗物教授 の悩み相談やAを 財 める学生の落 書き事件、 女子学生の手紙 、Aの 入 院、 票夫婦の逮
捕(い ずれ も後述)等 の個別 の事件がカ ッ トバ ックによって配 され、 最後 に女子学 生の 自殺未
遂 によって最高潮 を迎える。 同時に一 人帰 郷す る母親 への言及な どが織 り込 まれ、沈従文 の こ
の時期 の作 品の多 くに見 えるテー マがすべて盛 り込 まれて いるか の観 を呈す る。 「冬的空 間」
は、沈従文 の中公 にお ける学園生活 が最 も詳細 に描かれる作品である。
なお第一節 の1は 、主人公 の同僚 である教師達 の形象についての考 察である。 中で も英文 教
授は、担 当教科 を受講する女子学 生に付 け入る隙がないか とい うよ こしまな心 を抱 いていた。
作品 中に登場する教師の数 は、実 はそれ ほ ど多 くないのだが、その一人が信用で きない不坪 な
人物 として描かれる ことが注 目され る。 この英文教授 の形象は、 「有学問的人」・「紳士 的太太」
(1931)あた りか ら始 まる批判的に描か れる知識人 の典型 を襲 う。知識 人の描かれ方 は、例 え
ば 「嵐 生同嵐 生太太」(1926)等に登場す る平凡な 中間層 とは鮮やか な対称 を示す ことを考 えれ
ば、沈従文が この時期に至って一連 の知識 人批判 を開始す るのは、 中公 にお ける経験 の中に、
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そ の大 き な き っ か け の 一つ を見 出 す こ とが 可 能 で あ る。 同様 に第 一 章 の2に お い て は、 文壇 に
お け る評 価 を絶 えず 気 に す る 小 心 翼 々 た る 知識 人 と して 描 か れ た編 集 者 の形 象 と、 「記 一 大 学
生 」(1930)に登 場 す る 自負 と野 心 と劣 等 感 を心 に抱 く学 生 詩 人 との 近似 性 を 指摘 した。(第 一
章 の3に つ いて は省 略 す る。)
次 に第 二 節 にお いて は 、 中公 時 代 に現 れ て 後 の 沈 従 文 作 品 にお い て 重要 な典 型 人物 とな っ た
と考 え られ る少 女 の形 象 の原 型 に、 沈 従 文 の 末 の 妹 ・岳 萌 の 存 在 が 指摘 出 来 る の で は な い か と
い う観 点 を提 示 した 。 玖 の 美 しい 容 貌 、 引 っ込 み 思案 で 子供 じみ た純 粋 さ を残 した性 格 と、 資
料 に残 され た 岳 萌 の 人 とな りとを 照 ら し合 わせ れ ば 、 両 者 の 共 通点 を見 出す こ とが 出来 る。 岳
萌 をモ デ ル と した と考 え られ る玖 とい う少女 に注 目 して 「冬 的 空 間」 を見 直す こと に よ り、 該
作 品が 「一 個 婦 女 的 日記 」(1928)「薫 薫 」(1930)「三 三 」(1931)ひいて は 「辺 城 」(1934)へ
と連 な る、 一 連 の 幼 い 少 女 の 登場 す る物 語 の濫 膓 で あ る と考 え られ る こ とを指 摘 した。
第六章
第六章は、 中国公学 に引き続 いて1930年初秋 よ り1931年ユ月に至 るお よそ半年間勤務す る こ
とになった、沈従文 の武漢大学時代 の作 品にお ける特徴 の分析 を行 い、武漢 に至 るまで の沈従
文作品の作風の変遷 の過程 を考察 した。
この時期の沈従文 の動 向お よびそ の心境 を知 る貴重な資料 と して、 中国公学 にお ける上 司で
あった胡適に宛 てた書信が残 されて いる。初 めて武漢 に居住す る ことにな った沈従文は、 この
街で起きた出来事 について、率直 な印象 を書 き送 って いる。概ねそれ らは、薄汚れた地方都市
の悪印象を述 べたものなのだが、興味深 い ことに、 この書信 に綴 られた武漢 の有 り様 と、 この
時期に執筆され た作 品に描かれた都会 の様子 とは、 内容 のみ な らず、細かな言葉遣 いにまで一
致 する ところが見受 け られ る。
例 えば 「湖北大学」とい う架空の大学に勤務する教師 とその下女の価値観 の相違 を描 いた 「道
徳 与知 慧」(1930)という作品 においては、不潔で無秩序な街 の様子が詳細 に述べ られる のだが、
教師は この街 に溢れ る兵士 を嫌い、 あ らゆ る言葉 を用 いて これ を罵倒するの に対 して、息子が
志願 して兵役 につ いて いる下女は、主人の態度 に反感 を抱 きっつ、街で見かける若い兵士 を遠
くにいる息子 と重ね合わせて愛情 を注 ぐ。 そ して毎 日飽 きもせず物干 し台か ら見 える練兵場の
訓練風 景をなが めて いた。 「道徳 与知慧」 という場合、 「知慧」が知識偏重で議論を好 む書生気
質 が抜けず、杓子定規で鈍感 な知識人 を表 すの に対 し、 「道徳」 とは、兵士 に対す る温 か い愛
情 と同情 を蓄 えていた下女の心根 と行為に対 して与え られた名称である と考 え られ る。 作品 中
には価値判断 に関わ るような記述は示 されないけれ ども、 「道徳」・「知慧」 と並べ るのは、 「道
徳」 を取 るという含意が読み取 られ る。 この作品 と胡適宛の書簡 を照 らし合わせ れば 、 このよ
うな二つ の相対す る価値観の拮 抗は、沈従 文 自身の心の内部 に幡った葛藤 の反映である ことも
窺 える。汚れた地方都市 を嫌悪す る知識人 としての感想が したため られる一方、 その所属す る
大学で は学歴がな いことか ら肩 身の狭い思 いを して いた沈 は、安 らぎの場 として、幼 少よ り慣
れ親 しんだ兵営の練兵風景に心を寄せている。
さ らに、沈従文が兵営 に出向いて取材活 動 を行 った成果の一端は、 「都 市一婦人」(1931)に
最 も色濃 く表れてい ると考 え られる。 ここに描 かれる軍事 都市 としての武漢 の様子 も、多 く事
実 と一致す る。ある大学教師が 目撃 した、数 多 くの男性 を手玉 に取る美貌 の娼婦 の半生 と、彼
女が心 中抱える虚 無感 と性 に対 する奔放 とい う特 徴は、この作品に先立 つ 「薄寒」(1930)の中
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学教員 の形象 にお いてすでに萌芽が見 られ る。 結局武漢 時期の沈従文作品において取 り扱われ
た主 たる題材 は、兵士 と婦人に集 約される と考 え られ る。大学教授 とい う語 り手を媒介 に、武
漢 にお ける見 聞に基づ くと推 測される これ ら二つの題 材 を巧み に組み合わせ て、 さ らにス トー
リー に多少 の変化 を与える ことによ り、幾 通 りもの変 奏曲が紡ぎ出されるのである。 この手法
こそが沈従文の作品多産 の要 諦であるにほかな らない。 同時 に題材か ら細 部の言葉 遣いに至る
まで、別 の作品や書信等に殆 ど同 じまま繰 り返 され る ことが、その作 品の多産 と大 きな関わ り
を持つ ことを指摘 した。
以上、文壇 登場以来、 上海 を経て武漢 に至 るまでの沈 従文 の作 品を通 じて、主 と して 「如何
に語 られてい るか」 という観点 よ り分析 を試みた。 上記 の観点 は、 「文体作家」 「多産作家」 と
いう沈従文 に与え られた評語 を理解す る上 で極 めて有効 である と考 え られ る。 この方法 によっ
て、北京よ り武漢時期に至 るまで の沈従文 小説 の演変 と、 その作風確 立の過程 を明 らかにす る
ことが出来た と思 う。
なお小論を、武漢 時期 の作 品の検討 まで をひ とまず の区切 りとして、結論 を導 くこ ととす る。
沈 従文は、第 六章で述べた とお り、武漢 にお ける生活 をわずか 半年足 らずで切 り上げて、半年
間の放浪 を経 た後、1931年8月か らは、かねて よ り希望 して いた青 島大学 に赴任 し、さ らに1933
年9月 には張兆和氏 との結婚 も遂げて、 これよ り数年間 は比較 的安定 した創作活動 に入 ること
になる。
小説に関 しては、 いずれ もこの数年間 に、代表作 と 目され るr辺 城』 と 『八駿図』が完成 し
た ことが特筆 され るのだが、 『辺城』 は 「湘西 もの」 の、 『八駿図』 は 「都会 もの」 の、それぞ
れ集大成 である と考 え られ る。ただ し両作品 にお いて用 い られた手法 は、すで に武漢時期 に至
る過程ですべて完成 して いた と考え られるか ら、少な くとも 「如何 に語 られたか」 という観点
か らは、手慣れ た手法 を繰 り返 しただけである と言い うる。 同時 に、第一章 に述べた 日記体 ・
書簡体 小説 の手法 は、 『従文 自伝』 において活か される こととなった とも考え られ るが、 この
作 品もまたそれ まで に書き貯め られた 自伝 的な文章の集大成的な意味 を持つ ことが指摘 されて
いる。
1930年代後 半に至 ると、 内戦 の激化 に呼応 して昆 明に移住 した こともあ り、沈 従文は論文や
随筆 を除いて、特記すべき作品 を残 していない。すなわ ち、沈従文の才能が成熟 し、作品 に結
実 した のは、わずか に二、三年の ことであ ると言わなければな らない。
論 文 審 査 結 果 の 要 旨
本論文 は序 とそれ に続 く本論全6章 、 及び結語 とによ り構成 される。
序で は、 まず沈従文文学に対 する従来 の評価 について概述 し、ついで沈従文 の小説作品の内
「都市 もの」 に分類 される作品群 の検討 を通 してその独 自の作風の成立の過程 を明 らかにする
という本論文 の目的が述べ られる。
第一章で は、北京滞在時期(1922-1927末)にお ける 自伝 的作品 を主 として取 り上げ、 とく
にそ の時間描写 のあ り方 を中心 に分析 を加 える。沈従文 の小説は、1926年以降様 々の小説の技
法 を修得 し、それ を作品中に積極 的に応用 しているのが確認できるが、その中のひ とつの技法
で ある時間描写 についてもその表現方法 が多様化 し、精 密さ を増 している ことを明 らかに し、
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そ こに作 家 としての沈従文 の進歩 の過程が確認で きるとの貴重な指摘 を行 う。 また、北京 時期
の 日記体 ・書簡体 の作品が郁達夫 の強 い影響の もとに生み 出された ものである ことを、 時間描
写 とい う具体 的観点か ら分析、指摘 して いる。
第二章では、 北京 よ り上海 に移住す る1927年末 前後 の作 品を特 に 「自殺」 とい う言 葉に注 目
し考察 を加 える。 まず、郁達夫の影響下 に書かれた北京時期の 日記体 ・書簡体 小説のほ とん ど
が 「金銭 ・名誉 ・女人」へ の欲望 と葛藤 を主題 とした ものであ ること、 しか し自殺 はその葛藤
を昇華す る手段 として取 られてはいな いことを指摘す る。 しか し、1927年前後 を過渡期 として、
一方 的な女性へ の欲望 を示す 「女人」 に代わって男女相互の愛情 を示す 「恋愛」 とい う言 葉が
多用 され るようにな るとともに、 この 「恋愛」 と 「自殺 」 とい う主題 とが 同一作 品中に現 れる
よ うになる。 ここに上海時期の沈従 文文学の もっ とも主要なテーマのひ とつ が準備 され、 新た
なる文学 の展 開が見 られ ると述べる。
第三章 は、 前章 を承 けて、 自殺描写 の分析 を通 して、上海時期(1927年末 一1931)にお ける
沈従文文学 の特色 にっいて考察を加 える。 諸作 品の綿密な検 討の結果、 ことに従来殆 ど注 目さ
れ る ことのなか った 「知己朋友 」とい う作品が北京 時期の作品の特徴 をなお残 しなが らも、「自
殺」 という上海時期 における主要なテーマのひ とつ を 「恋愛」 とい う新 しい男女 の関係 と結合
させ るという、新たな段階への試 み も窺 われる過 渡的な作品であ り、 これ は性愛 の描写、 娼婦
の形象 という以前の沈従文文学には見えなかった表現 が この時期多 く登場す るの と軌 を一 にす
る現象で あるという、新たな知見 を提示する。
第 四章は、上海近郊の呉1松に嘗て存 在 した中国公 学大学部在職時(1929年後 半～1930年前半)
の沈従文 の文学的営為について論ず る。 国の内外 、 ことに中国の図書館 に蔵 され る関係資料 を
博捜、分析 した結果、上海時期 の沈 従文文 学に見 られる様々の特徴 の多 くが この時期 の生活 の
中か ら生み 出された ものであ り、 この時期が沈従 文文 学に とって重要 な時期 である ことを指摘
す る。 この時期 の沈従文についての先行研究 はほ とん どな く、 如上の結論 は、沈従文文学研究
に とって貴重で ある。 本章ではそ のほか 「呉瀬文壇」 の状況、 沈従文作 品数編 の初 出年代 の確
定等、新た に見出 した資料に基 づ く論述があ り、 学界を稗益す る ところ少な くない。
第五章は、前章 を承けて、沈従文 の中国公学大 学部在職 中の代表 的作品 と認 め られ る 「冬的
空 間」 を取 り上げて実証的に精緻 な検 討を加 え、 該作 品には この時期 の沈従文 の小説 に見 られ
る表現 の諸特徴が具備 されている こと、 そ して この時期 以降の沈従文作 品に頻見す る純粋 無垢
な少女 の形象 の祖型が、 この時期 に中国公学 の聴講 生であった沈従文 の実妹 に求 め られ る とい
う、重要な指摘 を行 う。また、新 たに見 出され た新資料に基 づ く、 中国近現代文学 に関わ る書
誌 的事項の いくつかについての新 しい知見 が示 され、文 学史 的に貴 重である。
第六章 は、武漢時期(1930年初秋～1931年1月)にお ける沈従文 について論ず る。沈従文 の
この時期の実体験 と、当時の作 品 との綿密な比較検 討を通 して、 この時期 の沈従文作 品の特徴
を明 らか にし、 とくに沈従文作 品の中で重要な位 置を 占める兵 士像 の変化が、武漢滞在 に触発
された もので あるとい う、 重要な指摘 を行 う。 また、 多産 な作 家 と称 され る沈従文 のそ の多産
さの理 由につ いて、身辺に取材 した限 られた話題 に次 々 と潤 色を加 え作 品を量産 したか らであ
る という、説得力のある推測 を行 う。
結語では、本論文全体 が要約され 、今後 の展望 が述べ られる。
以上、本論文は 中国近現 代文学史 に特異な位置 を 占める小説家沈従文 につ いて、文壇登 場の
契機 を得た北京時期よ り上海滞在 時期を経て、約 半年 とい う短期間滞在 した武漢時期 まで、 前
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後約10年にわた るその前期 にお ける文学活動 を考 察の対 象 とし、その作風 の形成 ・成熟 の過程
を明 らか にしようとした ものである。そ の考察 に際 しては、 従来 さして高い評価 を受けて こな
か った所謂 「都市 もの」 を特に取 り上げ、 各時 期の幾多の作 品 を精密 に読解 ・分析 した。その
結果、沈従文の作 品は北京 よ り上海 に移住す る時期 に大 きな変貌 を遂げ、代表作 『辺城』・『八
駿 図』等 に見 られるよ うな作風 は武漢時期 に至 るまでにほぼ 完成 を見ているのではないか とい
う、従来 にな い新たな知見 を得 るに至 っている。如 上の結 論は、 とくに上海図書館 ・中国国家
図書館等 に蔵 される膨 大な資料 の中か ら関係す る未発表 の資 料 を見出 し、 それ に立脚 しつつ立
論す るという、着実な研究方法 に支 え られ たものであ り、 説得力 を持つ。 また、 本論文 によ り
は じめて明 らかにされた文学史的知見 も乏 しくない。 なお吟 味を要す る ところもないわ けでは
ないが、総 じてその成果は沈従文文学研究 に新 しい局面を開 くものである。
よって本論文の提出者は、博士(文 学)の 学位 を授 与され る に十 分な資格 を有す るもの と認
め られる。
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